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学 会 抄 録
第50回近畿皮膚科泌尿器科集談会(泌 尿器科の部)
日召禾032年5月12日 於 関 西 医 大





































最 近 我 々の教 室 で も2例 経 験 した の で 追加 す る.
1)42才,家 婦.組 織 片 よ りCarcinomasimplex
を証 明 した.2)29才,バ ー マ ダム.分 泌 液 よ り淋菌
を証 明 した.










証明す 主睾丸,副 睾丸体部及び尾部,精 管には異常
を認めなかった.





















24才,女子,既 婚.2日 前,性 戯申夫により,体温
計を挿入さる・挿入12時間後より・下腹部痛,排 尿終
末痛,排尿後痛及び軽い血尿あ り.膀胱鏡所見は,球


















7.Denonvillier'sfasciaの異 常会 陰部 突 出部

























9.興 味ある腎水腫の1例 柳井哲雄i・西浦 力
(国立京都)













Fortuneの分 類 に よる とHypoplasiaに属 す る2'
症例 で,第1例 は41才の男 子,手 術 的 所 見 か らは所 謂
HighrenalectDpia或はThracickidneyに近 い も
の で あ り,第2例 は22才の女,左 尿 管 が膣 壁 に開 口 し
てい た 尿 管 膀 胱 外 開 口の症 例 で あ る.本 邦報 告 例51例







部にて腎蓋像と重って小指頭大の 結 石 像 が見出され
た.腎 切石術を試みたが容易に成功せず,腎 捌出を行一
った.結 石は腎孟,腎 盤 とは全く離れて腎実質内に占






















































17.Klinefelter症候群 の1例 高 木 峻 徳 ・森
昭(大 阪 医 大)
17才,男子.約1年 前より何等誘因なく両側乳房が
漸次女性の如く腫大してくるに気付き来院す.生来著
患を知 らず,ま た遺伝的関係 も証明されない.両側乳
房共に思春期前の女子の如 く腫大 し,乳頭には軽度の






















経験 新谷浩 ・酒徳治三郎 ・日野豪(京 大)
原著参照(泌尿紀要3巻6号)
20.尿管結石の保存的療法,特 に膀胱鏡的操作に
就て 山本弘 ・石原藤太郎 ・大島升 ・倉岡
雍男(大 阪逓信)
1)昭 和25～31年の間 に我 々の 取扱 つ た尿 路結 石 患
者 数 は 上 部 尿 路76(内,尿 管49),下 部 尿 路21,不明
1,計97(泌 尿 器 患 者 の3.1%)で あ る.
'2)昭 和25～32年4月 末 間 の尿 管 結 石 患 者55例(1
人2個 の結 石 を有 した も の4例,従 つ て取 扱 結 石数 は
59)に就 て,(i)20～40才に最 多,(ii)男44,女15
(iii)右25,左35,(iv)腹部21,骨 盤 部37,不 明
1,(・)尿 管 切 石 術25,保 存 的 療 法33(自 然排 出
29,異物鉗 子1,蹄 係 カ テ ・一テ ル1,転 帰 不 明2)・
















尿管腎孟にも原 発 して居る事があるので,か かる場







門脇和敏 ・山 口武津雄 ・品川猛(大 阪市大)
中尾正宏(大 阪東市民)
広範 な転 位 を 有 す る 前 立 腺 癌 の5例 に ホ ソ バ ソ
(4,4'-dioxy-diethy1--distilben-diphosphate)を用
N・た.3例 では 前 立 腺 腫 の 縮 小 軟 化,転 位 巣 の縮 小 と
一 部消失 を 見た 。 治 療 を 経 続 し経 過 観 察 中 で あ る.1
例 は治 療 中,1例 は 治 療 に よ り一 時 良 好 な 効 果 を 得 た




























阪大名誉教授 谷 村 忠 保
京 大 教 授 山 本 俊 平
痴 後 運 絹 〆二
雛霧








新 発 売 ノブロン注 と同系組成の
強力な鎮痛催眠鎮 静剤!
(包装)ノ ブロン注へ2CC10管 ノブロン注B2CC10管 ノブロン錠6錠100錠
製 造 グ レ ラ ン 製 楽 株 式 会 社 販 売 武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社
